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当
初
の
計
画
を
変
更
し
て
杭
工

事
の
み
実
施
す
る
理
由
は
。

　
　
道
の
補
助
金
を
受
け
る
に
は

「
工
期
２
年
」
の
要
件
を
満
た
さ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
変
更
前
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
は
工
期
３
年
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
、
杭
工
事
を
先
行
す
る
。

　
杭
打
ち
付
け
は
８
～
９
か
月
ほ
ど

掛
か
り
、
令
和
９
年
度
か
ら
本
体
工

事
に
入
る
計
画
。

　
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
の
結
果
は
。

　
　
２
か
所
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
流

動
化
・
液
状
化
の
恐
れ
の
あ
る
土
壌

も
確
認
さ
れ
た
。

　
支
持
層
到
達
ま
で
の
長
さ
約
16
メ

ー
ト
ル
、
最
大
１
８
６
本
の
鋼
管
杭

が
必
要
と
想
定
さ
れ
る
。

　
　
杭
工
事
と
本
体
工
事
を
分
け
る

と
入
札
が
２
回
必
要
で
、
入
札
不
調

の
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
当
初
計
画
か

ら
工
程
に
不
備
が
あ
っ
た
の
で
は
。

　
　
入
札
に
関
し
て
は
不
調
に
な
ら

な
い
よ
う
進
め
る
。

　
杭
工
事
は
業
者
か
ら
10
月
時
点
で

「
５
か
月
」
と
聞
い
た
が
、
12
月
時

点
で
「
杭
製
作
に
時
間
を
要
す
た
め

８
か
月
に
延
長
」
と
聞
い
た
。

　
行
政
側
と
し
て
も
、
苦
渋
の
選
択

の
中
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
し
た
こ

と
を
ご
理
解
願
い
た
い
。

　
　
杭
工
事
が
延
長
し
た
こ
と
も
工

期
延
長
の
理
由
に
含
ま
れ
る
の
か
。

　
　
杭
工
事
期
間
の
延
長
も
要
因
の

一
部
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

福
祉
施
設
整
備
事
業
補
助

�

（
１
億
７
千
万
円
）

　
道
内
の
建
設
工
事
に
お
い
て
、
入

札
不
調
や
工
期
延
長
が
発
生
し
て
い

る
状
況
を
考
慮
し
、
十
分
な
工
期
を

確
保
す
る
た
め
、
建
設
工
事
の
完
成

時
期
は
令
和
９
年
度
末
か
ら
10
年
度

中
に
変
更
し
ま
す
。

　
実
施
設
計
の
完
了
予
定
は
令
和
８

年
５
月
末
で
、
令
和
８
年
度
に
は
杭

工
事
な
ど
の
基
盤
整
備
の
一
部
を
行

い
ま
す
。

　
物
価
高
の
影
響
で
建
設
費
の
上
昇

が
想
定
さ
れ
、
基
本
計
画
（
令
和
５

年
10
月
）
時
点
で
総
事
業
費
は
30
億

６
千
万
円
の
見
込
み
で
し
た
が
、
令

和
８
年
１
月
概
算
40
億
５
千
万
円
で

現
在
調
整
中
で
す
。

　
新
た
な
福
祉
施
設
は
社
会
福
祉
法

人
ゆ
う
ゆ
う
が
整
備
し
、
運
営
し
ま

す
。

　
建
設
費
は
ゆ
う
ゆ
う
が
道
か
ら
の

補
助
金
を
活
用
す
る
ほ
か
町
が
助
成

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
は
過
疎
債
や

基
金
な
ど
で
対
応
し
ま
す
。

▲新たに示された福祉施設の建設スケジュール

工事期間を１年延長工事期間を１年延長

柔らかい地盤 

液状化層 

支持層
（固い地盤） 

柔らかい地盤 

鋼管杭

▲ボーリング調査の概要
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実※

質
公
債
費
比
率（
３
か
年
平
均
）

は
、
令
和
11
年
度
以
降
に
上
昇
す
る

見
込
み
で
す
が
、
令
和
15
年
度
の
ピ

ー
ク
時
に
は
９
．８
％
に
達
し
ま
す
。

　
こ
の
数
値
は
令
和
６
年
度
決
算
に

お
け
る
道
内
平
均
９
％
を
上
回
り
ま

す
が
、
健
全
な
範
囲
内
で
推
移
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
将
来
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
の
見

通
し
か
ら
判
断
す
る
と
、
整
備
事
業

に
よ
る
財
政
負
担
は
他
の
住
民
サ
ー

ビ
ス
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
は
災
害

等
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
お
く
べ

き
と
思
う
が
、
取
り
崩
す
理
由
は
。

　
　
備
荒
資
金
組
合
積
立
金
に
は

「
普
通
納
付
金
」
と
「
超
過
納
付
金
」

が
あ
り
、
今
回
想
定
で
示
し
た
「
超

過
納
付
金
」
は
制
約
な
く
ど
の
事
業

に
も
使
え
る
基
金
外
の
財
源
。

　
基
金
を
な
る
べ
く
残
す
た
め
、
基

金
よ
り
先
に
備
考
資
金
組
合
積
立
金

を
財
源
と
し
て
充
て
る
考
え
。

　
　
令
和
８
年
度
予
算
は
骨
格
予
算

の
た
め
６
月
補
正
が
多
く
予
想
さ

れ
、
財
源
も
心
配
さ
れ
る
が
町
長
は

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
今
ま
で
の
経
験
を
最
大
限
に
生

か
し
、
国
の
様
々
な
支
援
事
業
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
歳
入
歳
出
含
め

各
事
業
を
見
直
し
、
町
民
の
皆
様
が

納
得
で
き
る
体
制
を
考
え
て
い
く
。

※
実
質
公
債
費
比
率
…
町
の
収
入
の
う

ち
、
ど
れ
く
ら
い
借
金
返
済
に
使
っ
て
い

る
か
の
割
合
。

ＱＡＱＡ

総事業費４０.５億円総事業費４０.５億円新たな福祉
施設

財源の想定（令和８年１月現在） 

基金等 

約 8.4 億円 ＋ ＝ 町の実質負担額

約１７億円

１２年間で返済 

今後の町負担額 

約 8.6 億円

事業実施時の 

財源内訳 
補助金 

約 3.5 億円 

過疎債（※8 割を充当した場合）

約 28.6 億円 

基金等 

約 8.4 億円 

今後の町負担額 

約 8.6 億円

国からの支援（交付税措置：7 割） 

約 20 億円地方債返済時の財源内訳 

総事業費 約 40.5 億円 

町支援額 約 37 億円 

実質公債費比率のシミュレーション

6.2 6.4
7.5

8.7
9.5 9.6 9.8 9.8 9.5

8.9

5.8

6.2
5.7 5.7 6.0 6.2 6.3 6.5 6.5 6.2 6.3 5.8

R7 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R19 R22 R25

整備事業実施 整備事業除いた場合
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部
活
動
地
域
展
開
等
推
進

�

（
６２
万
円
）

　
国
が
推
進
し
て
い
る
中
学
校
部
活

動
地
域
展
開
の
取
り
組
み
で
、
令
和

８
年
度
か
ら
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、

休
日
に
指
導
者
が
確
保
で
き
る
部
活

動
か
ら
順
次
、
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク

登
録
人
材
を
活
用
し
、
指
導
及
び
大

会
引
率
を
行
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
登
録
は
現
在

11
名
で
「
部
活
動
指
導
員
」「
外
部

指
導
者
」に
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
　
サ※

ポ
ー
タ
ー
バ
ン
ク
の
登
録
は

町
職
員
も
可
能
か
。
兼
業
副
業
の
制

度
は
整
備
し
て
い
る
の
か
。

　
　
町
職
員
も
登
録
は
可
能
で
、
報

酬
も
支
払
う
。
兼
業
副
業
は
現
在
整

備
し
て
い
る
。

　
　
保
護
者
の
金
銭
的
負
担
は
。

　
　
金
銭
的
負
担
は
掛
か
る
と
想
定

さ
れ
る
。
近
隣
自
治
体
の
情
報
を
集

め
体
制
を
整
え
て
い
く
。

ＱＡＱＡ

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

�

（
１
８
９
６
万
円
）

　
改
正
児
童
福
祉
法
に
お
い
て
全
て

の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど
も

に
対
し
、
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
の

機
能
が
一
体
的
に
相
談
支
援
を
行
う

機
関
と
し
て
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
設
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
「
和
寒
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
を
保
健
福
祉
課
に
設
置
し
ま

す
。

　
　
対
面
で
は
相
談
が
難
し
い
場
合

も
あ
る
の
で
、
子
ど
も
も
保
護
者
も

相
談
し
や
す
い
環
境
作
り
と
し
て
、

他
自
治
体
で
も
行
わ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　
子
ど
も
が
相
談
す
る
手
段
と
し

て
望
ま
し
い
面
も
あ
る
の
で
、
先
進

地
事
例
を
勉
強
し
検
討
す
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

宿
泊
型
追
加�

（
３０
万
円
）

　
従
来
の
訪
問
型
・
日
帰
り
型
に「
宿

泊
型
」
を
追
加
し
ま
す
。

　
　
利
用
回
数
の
制
限
は
。

　
　
制
度
利
用
が
１
人
７
回
ま
で

で
、
宿
泊
型
を
利
用
し
た
場
合
１
泊

２
日
で
２
回
カ
ウ
ン
ト
す
る
。

ＱＡＱＡ

地
域
で
育
む
新
し
い
部
活
動

地
域
で
育
む
新
し
い
部
活
動

子
ど
も
と
家
庭
に
安
心
の
仕
組
み

子
ど
も
と
家
庭
に
安
心
の
仕
組
み

※サポーターバンク…�部活動や地域クラブ活動の指導者
を登録、紹介する制度

Ｒ７ 和寒中学校　部活動入部状況

開 設 部 開 設 部 外

音楽 ２ 陸上 ６

クロカン(兼1) 10 バレー ０

バスケット 10 ソフトテニス ３

野球(兼1) ７ 柔道 ４

卓球 22 アルペン ３

部活動指導員と外部指導者の報酬額

任用の種類 報酬額

部活動指導員 1,600円／時 

外部指導者 1,200円／時

※�部活動指導員…顧問教諭が不在で
も、練習の指導や大会等の引率が
できる

※�外部指導者…顧問教諭と一緒であ
れば、練習の指導や大会などの引
率ができる

子育て世帯 

妊産婦 子ども 

こども家庭センター 

サポート 

相 談 

学校 
・教育委員会 

保育所・ 
こども館 

療育機関・ 
養護学校など 

新たな居場所 
（きらっと・ゆうゆう） 

病院 

連携・情報共有 相談内容により各機関と連携し支援します 
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お
で
か
け
ハ
イ
ヤ
ー　

�
（
３
６
４
万
円
）

　
利
便
性
と
利
用
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
交
付
・
利
用
方
法
等
の
制
度

内
容
を
見
直
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
１
枚
に
つ
き
５
０
０

円
（
上
限
42
枚
）
で
、
お
つ
り
の
出

な
い
範
囲
で
複
数
枚
利
用
が
可
能
で

す
。

　
　
遠
方
の
方
も
利
用
し
や
す
く
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
数
回
の
往
復

で
上
限
ま
で
使
い
切
る
方
も
い
る
。

利
用
状
況
の
分
析
を
し
っ
か
り
し
て

ほ
し
い
。

　
　
今
回
は
、
遠
方
の
方
も
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
制
度
変
更
し
た
が
、

変
更
し
て
か
ら
利
用
者
の
意
見
等
伺

い
な
が
ら
今
後
も
検
討
し
て
い
く
。

高
校
通
学
費
支
援

�
（
６
６
７
万
円
）

　
　
子
育
て
世
代
は
事
業
継
続
を
望

ん
で
い
る
が
、
通
学
費
補
助
を
今
後

ど
う
す
る
考
え
か
。

　
　
事
業
継
続
し
て
い
く
考
え
。

　
ま
だ
具
体
的
内
容
を
説
明
で
き
な

い
が
、
制
度
内
容
の
見
直
し
を
検
討

し
て
い
る
。

ＱＡＱＡ

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

�

（
２
１
１
０
万
円
）

　
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
奨
励
補
助
頭
数
を

３
０
０
頭
に
拡
大
す
る
な
ど
農
作
物

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
新
た
に
緊
急
銃
猟
を

実
施
す
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

　
ま
た
、
残
雪
期
の
４
月
か
ら
５
月

末
ま
で
春
期
管
理
捕
獲
を
実
施
し
、

ヒ
グ
マ
の
出
没
抑
制
を
図
り
ま
す
。

　
　
ヒ
グ
マ
の
目
撃
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

で
写
真
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
を
送
信
す
れ

ば
迅
速
に
対
応
で
き
る
の
で
は
。

　
　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
Ｌ
ｏ
Ｇ
ｏ
フ
ォ
ー

ム
が
使
用
可
能
か
研
究
す
る
。

　
　
春
期
管
理
捕
獲
の
実
施
場
所
が

「
東
丘
、
東
和
、
塩
狩
、
朝
日
、
南
丘
」

と
な
っ
て
い
る
理
由
は
。

　
　
道
が
定
め
る
「
集
落
か
ら
半
径

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
」の
場
所
で
設
定
。

可
燃
ご
み
収
集　

�

（
１
８
２
０
万
円
）▲東和の生ゴミ処理場

　
　
生
ご
み
の
収
集
方
法
を
変
更
す

る
理
由
は
。

　
　
生
ご
み
処
理
場
の
施
設
老
朽
化

と
従
業
員
の
確
保
が
難
し
い
こ
と
か

ら
、
令
和
９
年
３
月
で
受
入
れ
を
終

了
し
、
可
燃
ご
み
と
し
て
愛
別
町
の

施
設
で
焼
却
処
理
す
る
。

　
戸
別
収
集
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
る
。

ＱＡＱＡ

ＱＡ

移
動
を
支
え
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

移
動
を
支
え
る
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

安
全
と
環
境
を
守
る
地
域
対
策

安
全
と
環
境
を
守
る
地
域
対
策

▲制度が拡充されたおでかけハイヤー
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自
治
会
推
進
交
付
金

�
（
８
５
０
万
円
）

　
　
交
付
金
の
段
階
的
削
減
を
し
て

い
る
が
、
物
価
高
の
影
響
も
あ
り
状

況
に
応
じ
た
対
応
が
必
要
で
は
。

　
　
５
年
間
で
段
階
的
に
交
付
金
を

削
減
す
る
の
は
決
定
事
項
の
た
め
途

中
で
変
更
は
難
し
い
が
、
物
価
上
昇

率
な
ど
勘
案
し
、
各
自
治
会
の
状
況

も
確
認
し
な
が
ら
今
後
対
応
す
る
。

地
場
産
業
開
発
事
業

�

（
１
６
０
万
円
）

　
　
商
品
開
発
を
さ
れ
る
方
に
対
す

る
助
成
限
度
額
引
上
げ
の
考
え
は
。

　
　
物
価
高
の
影
響
は
理
解
し
て
い

る
が
、
限
ら
れ
た
利
用
状
況
の
た
め

検
証
が
必
要
。
商
工
会
と
協
力
し
周

知
徹
底
を
図
る
。

農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
運
営

�

（
２
２
３
７
万
円
）

　
　
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
栽
培
す
る

ホ
ッ
プ
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

は
、
販
売
に
苦
戦
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
今
後
の
考
え
は
。

　
　
製
造
か
ら
４
年
が
経
過
し
、
ホ

ッ
プ
の
収
穫
が
手
作
業
で
あ
る
こ
と

や
ビ
ー
ル
を
作
る
の
に
少
量
で
済
む

こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

▲本町で販売しているクラフトビール

ＱＡＱＡ

ＱＡ

持
続
可
能
な
地
域
作
り
へ
の
選
択

持
続
可
能
な
地
域
作
り
へ
の
選
択

３
月
16
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会

一
般
会
計  

討　

論

反
対

石
田
議
員

　
ふ
く
し
構
想
に
関
し
て
異
論
は
な

い
が
、
財
政
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
た
め
反
対
。

賛
成

酒
向
議
員

　
実
施
設
計
前
の
予
算
を
通
す
こ
と

に
理
解
で
き
な
い
が
、
よ
り
良
い
も

の
に
し
て
も
ら
う
と
信
じ
て
賛
成
。

賛
成

池
澤
議
員

　
町
民
に
納
得
の
い
く
説
明
が
で
き

る
よ
う
透
明
性
を
持
っ
て
進
め
る
こ

と
を
求
め
た
上
で
賛
成
。

賛
成

村
岡
議
員

　
町
民
生
活
を
支
え
る
大
事
な
予

算
。
新
た
な
福
祉
施
設
を
待
つ
方
々

に
早
く
届
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
反
対
２
　
石
田
・
長
澤

　
賛
成
６
　
小
野
田
・
酒
向
・
村
岡

　
　
　
　
　
池
澤
・
遠
山
・
斉
藤

３
月
17
日
定
例
会

一
般
会
計  

討　

論

反
対

石
田
議
員

　
町
民
の
た
め
の
施
設
な
の
か
、
い

ま
だ
に
掴
め
な
く
不
安
要
素
が
多
い

た
め
反
対
。

賛
成

長
澤
議
員

　
手
順
上
の
懸
念
が
残
る
が
、
町
民

へ
の
丁
寧
な
説
明
と
情
報
共
有
の
継

続
を
強
く
求
め
賛
成
。

　
反
対
１
　
石
田

　
賛
成
７

　
酒
向
・
窪
田
・
村
岡

　
　
　
　
　
池
澤
・
遠
山
・
長
澤

　
　
　
　
　
斉
藤

令
和
８
年
度
予
算
審
査
報
告

　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
予
算
は
、
３
月
17
日
の
本
会
議

で
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
会
計
ご
と

に
採
択
し
、
一
般
会
計
は
賛
成
７
反

対
１
、
３
特
別
会
計
、
２
事
業
会
計

は
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。


